
近くの建物の中か
地下に避難。 

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

首相官邸 
ホームページ

Twitter アカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。 

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。 

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに
ミサイル
落下！ 

※できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、
　それ以外の建物でも構いません。

（例）直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物
の中、または地下に避難してください。ミサイルが落下
する可能性があります。直ちに避難してください。

Jアラート  

　弾道ミサイルは、発射からわずか 10 分もしないうちに到達
する可能性があります。ミサイルが日本に落下する可能性が
ある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「 J アラート」
を活用して、防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッ
セージを流すほか、緊急速報メールなどにより緊急情報をお
しらせします。

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から
　直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
　て室内を密閉する。

全国瞬時警報システム(J アラート)を利用した
緊急地震速報の訓練放送を実施します

　消防庁・気象庁では、全国瞬時警
報システム(Jアラート)を利用した
緊急地震速報の配信訓練を全国一斉
に実施します。
　この訓練に併せて、市内全域の防
災無線子局(スピーカー )および公共
施設などに設置される戸別受信機よ
り、訓練用の緊急地震速報が自動的
に放送されますが、訓練放送ですの
でご注意ください。

11月１日 (水 )
10 時頃

次の日程で訓練放送を行います。

※気象・地震活動の状況により、国の判断で
　配信訓練を中止する場合があります。

( 上り４音チャイム )

( 下り４音チャイム )

こちらは「ぼうさいひらかわ」です。
ただ今から訓練放送を行います。

こちらは「ぼうさいひらかわ」です。
これで訓練放送を終わります。

( 緊急地震速報チャイム音 )
緊急地震速報。大地震 ( おおじしん ) です。
大地震です。
これは訓練放送です。

(３回繰り
返します )

×３

　津波警報、緊急地震速報、弾道ミサイル情報などといった
対処に時間的余裕のない事態に関する緊急情報を、消防庁か
ら人工衛星を用いて送信し、市区町村の同報系防災行政無線
を自動的に起動させることにより、住民に瞬時に伝達するシ
ステムです。

問合せ：総務課　消防防災係　☎44-1111（内線1352・1354）

全国瞬時警報システム (J アラート ) とは

放
送
内
容

地域防災力の向上を目指して
　大規模災害時の指定避難所となっている小和森小学校で９月３日、避難所設置・運営訓練が行われました。
　今回は、災害対応全般にわたる従来の総合訓練から趣向を変え、避難所運営の中心として期待される自主防災
組織や市役所避難所担当を対象に、避難所での対応に焦点を絞った個別訓練を実施しました。
　訓練には、青森県防災士会弘前支部長をはじめ支部会員、青森県危機管理局職員、八戸地域広域市町村圏事務
組合八戸消防署員らを講師に迎え、小和森小学校を最寄りの避難所とする自主防災組織５団体(大光寺、光城、平
成、小和森、荒田)と市役所避難所担当職員ら約70名が参加しました。
　避難所設営の考え方や実践的な設営・役割分担などを学び、またゲーム型式のHUG(避難所運営ゲーム)を通じ、
避難所での対応能力の向上を目指しました。

問合せ：総務課　消防防災係　☎44-1111（内線1352・1354）

■平川市避難所設置・運営訓練が行われました

▶避難所実地訓練 ▶炊き出し訓練

▶HUG( 避難所運営ゲーム ) 訓練

実際の避難所となる体育館で、避難者の受入時の手順を学びました。

案内誘導班では、テープを使って居住区エリアを区分けし、実際にダン
ボールで避難スペースの間仕切りを行いました。

大光寺町会自主防災会では、実際の災
害用炊き出し釡を使用したカレーライ
スの調理が行われ、昼食時には参加者
らに振舞われました。

避難所のレイアウトを自由に決め、様々
な事情を抱える避難者をスペースに配
置していく作業が行われ、対応の難し
さを経験しました。

皆で
防災
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